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菅野　憲司
KANNO Kenji
要旨　この提言では、来る 3 月 23 － 24 日両日京都大学で開催される、第 25 回大学教育
研究フォーラムにおける、個人研究発表と参加者企画セッションとの、大会資料集の原稿
を披露し、最も関心を集めているであろう「大学入試共通テスト」英語試験に対する、今
日時点での見通しを披露する。
1．はじめに
　菅野（2019）では、発表要旨しか載せられなかったものの、2節が個人研究発表の、3
節が参加者企画セッションの、大会資料集の原稿である。
2．個人研究発表大会資料原稿
 「大学入学共通テスト」英語入学試験は東大が模範
―分離分割入試で京大の模範とは、その差無限大―
菅野 憲司
千葉大学文学部
1．はじめに
　この個人研究口頭発表では、分離分割入試で京大を模範にした例を省みて、菅野（2019）
でも触れたように、「大学入学共通テスト」英語入学試験は東大を模範とすべきことが主
張され、その他微妙な動きにつて述べられる。
2．分離分割入試
　国立大学分離分割入試で中心的役割を演じたのは、京大である。1989年に、京大が強
く主張した分離分割入試が行われ、8年後 1997年に、この分離分割入試に全国統一された。
後期日程定員半数目標まで耳にした記憶があり、ここまでなら、京大は分離分割入試を導
入・確立した功労者として評価されてしかるべきであろう。
　しかしながら、後期日程定員半数目標まで謳われ、当時 99国立大学で統一された分離
分勝入試を、この後期日程廃止の形で、京大は先導的役割を担って、2007年に、真っ先
に止めたではないのか。分離分割入試を、公的というよりも。私的に利用したとは考えら
れないであろうか。これでは、真の模範とは言い難いと考えられよう。
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3．「大学入学共通テスト」英語入試
　『日本経済新聞』2018年 9月 26日朝刊 34面 は、「東大、民間試験義務化せず 英語の新
共通テストで」を見出しに、次のように報じている。
　東京大は 25日に入試監査委員会を開き、2020年度からの「大学入学共通テスト」で導
入される英語の民間試験について、受験生に点数の提出を必須としない方針を決めた。一
定程度の英語力を出願資格とするが、点数を提出しなくても、高校の調査書などで英語力
が証明されれば出願可能とする。東大の方針決定は、他の国立大学にも影響を与えそうだ。
　この記事に安堵感を感じたのは筆者だけだろうか？この記事では、影響を与えるという
中立的な言い方がされているものの、受け入れる下地があって影響は受けるものであろう
から、この記事は歓迎の方向と考えられてしかるべきである。
　更に、模範という言い方を使わせて頂きたい。菅野（2018）が、「大学入学共通テスト」
国語と数学の記述式に関して、【案 1】1月実施・センター採点になることを、的中させた
のは、実行可能性の観点から考えた帰結のようなものであり、国語と数学の記述式に次ぐ、
英語入学試験も、実行可能性が不可欠な観点であり、今般の東大の決定方針こそ模範にし
てしかるべきである。分離分割入試京大と同じ轍を踏まないためには、公的にあれ。
4．微妙な動き 
　11月 20日 NHKニュースで、「英語民間試験 早稲田と慶応で対応分かれる」で報じられ、
「慶應義塾大学は初年（2020年）度の一般入試では、すべての学部で共通テストとこの英
語の民間試験のいずれも活用しない方針」という点は微妙。
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3．参加者企画セッション大会資料原稿
2020 年度から始まる「大学入学共通テスト」英語
―文科省の説明 丁寧さ欠ける―
企画・話題提供・司会：菅野憲司（千葉大学）
1．はじめに
　順序が後先になり感は否めませんが、明日 24日個人研究発表【部会 19】「『大学入学共
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通テスト』英語入学試験は東大が模範 ―分離分割入試で京大の模範とは、その差無限大―」
があり、2節分離分割入試で、分離分割入試で京大が導入・確立で評価できるものの、後
期日程入試廃止に真っ先にと模範とは言い難いと述べられ、3節「大学入学共通テスト」
英語入試で、「東大、民間試験義務化せず 英語の新共通テストで」の『日経』記事に注目し、
「大学入学共通テスト」国語と数学の記述が 1月実施・センター採点と決まったように、
菅野（2018，2019）同様、実行可能性から、東大決定は、公的である限り模範と主張され、
4節微妙な動きで、慶大の「2020年度の一般入試では、すべての学部で共通テストとこの
英語の民間試験のいずれも活用しない方針」が指摘された。
2．文科省の説明 丁寧さ欠ける
　本節の説明は、『日経』次の記事のタイトルでもある。
　英語の民間検定試験を大学入試で活用するという文部科学省の方針にないし、教育現場に
詳しい関係者から多くの疑問の声が寄せられている。
　学習指導要領との整合性や住んでいる地域や家庭の経済状況で格差が生じるのではないか
という疑問と並んで、そもそも入学者選抜を目標に作られていない試験で公平・公正な選抜
が可能なのかという懸念は強い。
　文科省は CEFRによって異なるテストのスコアに使えると説明するが、鳥飼名誉教授の報
告によれば、そんな単純な話とは思えない。文科省は丁寧な説明をすべきであろう。（横）
3．鳥飼名誉教授の報告 
　鳥飼玖美子（2018a，2018b）に加えて、鳥飼玖美子（2018c）は、先の記事で、「鳥飼名
誉教授の報告によれば、そんな単純な話とは思えない。文科省は丁寧な説明をすべきであ
ろう。」でまとめさせただけのことはあり、「『欧州基準』で換算 不適切」に、「尺度穏や
か 事項評価重視■国債指標といえず」と畳み掛けんばかりの批判の連続である。
　こうも批判が可能だとすると、説明責任が、文科省ばかりでなく、「大学入学共通テスト」
英語入試で民間検定試験を課すことに賛成する方々にも及ばないだろうか。
4．他でも懸念が 
　やはり昨年 9月 NHKラジオ『日曜コラム 日本を読む、世界を読む』でも野原明氏も懸
念を表明。
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資料』No．1490（2018年 9月 3日号）10-11頁。
鳥飼玖美子（2018b）「『グローバル化』における外国語教育のマニジメント」シンポジス
ト第 35回関東地区大学教育研究会（9月 7日立教大学）シンポジウム。
鳥飼玖美子（2018c）「複数の英語試験 入試活用」『日本経済新聞』2018年（平成 30年）9
月 17日（月曜日）14面。
日本経済新聞（2018）「ポイント 文科省の説明 丁寧さ欠ける」『日本経済新聞』2018年（平
成 30年）9月 17日（月曜日）14面。
4．現時点の見通し
　個人研究口頭発表と参加者企画セッションに共通する模範は、それを実行可能性に基礎
を置いている。実行可能性が、日本全国規模の大行事「大学入学共通テスト」では、最初
にして最終の事項と考えられる。
　「大学入学共通テスト」国語と数学の記述テストが、1月実施・センター採点で落ち着
いたように、英語の場合もその落ち着き所を見出すべきであり、今般の東大の決定はその
大きな一助であり、公的に進められてしかるべきであり、慶大に見られる共通テスト離れ
も見守るべきであろう。
参考文献
菅野憲司（2019）「京大大学教育研究フォーラム 15年目―『大学入学共通テスト』英語入
学試験は東大に右習い―」『千葉大学部文学人文研究』第 48号。
（かんのけんじ・kanno@faculty.chiba-u.jp）
【追記】2月 10日（日）東大本郷での開催のシンポジウム「大学入学者選抜における英語
試験のありかたをめぐって（2）」に参加し、3月 23日（土）東大駒場でシンポジウム「学
術から考える英語教育問題―CEFR、入試改革、高大接続―」が開催予定を知り、石井洋
二郎東大副学長「入試改革の理念と現実」が、参加者企画セッション「2020年度から始
まる『大学入学テスト』英語―文科省の説明　丁寧さにかける」と同一線上にあると判断
し、この参加者企画セッションは見送り、3月 23日のシンポジウムに参加する。しかし、
大会論文集には載らないので /けれども、個人研究発表大会資料原稿同様に、参加者企画
セッション大会資料原稿も残すことにした。
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